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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

先月末、フリースクールでは防災センターの見学を行いました。実際に体

験することで、防災意識を高めることができました。今月はゼミ発表会や

カップヌードルミュージアムでの体験など行事を多く行いました。いろい

ろなことを実際に経験できる機会は貴重です。今後も様々な経験を通し

て、自分の興味のあることを見つけてください。（髙橋） 

 次の各組の b の文の(   ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、b の文が a の文と同じ意味

を表すようにせよ。 

a.  You  were very kind to watch the baby while we were away. 

b.  It was very kind (            ) you to look  (            ) the baby during 

(            )(            ) . 

 ９月２１日（水）に神奈川公会堂をお借りし、初めて外部会場でゼミ発表会を開催しました。全部で３７のゼミが

発表をしました。どのゼミもこの日のために、前日まで一生懸命準備を進めていました。発表後に感想を聞くと「大

きな会場での発表に緊張した！」という声が多かったのですが、緊張を感じさせない堂々とした発表を聞くことが

でき、頼もしかったです。最優秀ゼミ大賞は鉄道ゼミ、火曜ゼミ賞はドローンゼミ、木曜ゼミ賞はプレゼンテーシ

ョンゼミが受賞しました。また３年生と１年生の生徒が個人賞を受賞しました。審査員の先生方もおっしゃってい

ましたが、どのゼミの発表もすばらしいものでした。また同時に行われたかもめの会主催プレゼンテーション大会

では、エントリーしたゼミやサークル、個人の熱い思いが伝わってきました。後期のゼミ活動も楽しみです。（片岡） 

 

 

「ガムシャラ」 

 

残暑の厳しい日が続きますね。いつになったら秋がやってくるのでしょう…。梅雨がほとんどなかった今

年です。もしかしたら秋も一週間しかない!?なんてことがあるかもしれませんね。秋は「食欲の秋」「スポー

ツの秋」「読書の秋」などと言われます。本校は間違いなく「行事（イベント）の秋」です！まもなく北海道

研修旅行がやってきます。３年ぶりの飛行機です。どんなドラマが待っているのか、楽しみですね。 

 

さて、先日 1・2 年生の前期期末試験が行われました。1 年生は初めての赤点の可能性がある試験で

す。必死に取り組む姿が見られました。結果は色々かと思います。しかし、例え結果が思うようにならなく

ても落ち込まないでください。しっかりと振り返り、再試験で乗り越えられるよう準備してください。その

『こなし方』を身につけることは、進学・就職どちらに進んでも大切なことです。人は失敗をするのが当たり

前です。最初からうまくいく人はごく僅かです。失敗をどうやって乗り越えるか。そこを考え、力を付けるた

めにも今回の結果だけで判断せず、前向きに取り組みましょう！ 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「私は諦めを敵とする」 

 

この言葉は、作家・北条民雄さんの言葉です。19 歳で不治の病となり２３歳でこの世を去りました。闘病

生活を送りながらも運命に耐えて生き抜く決意を描いた作品は大きな感動を呼びました。諦めるのは簡単

です。もちろん時には諦めることも必要です。矛盾していますが、若いからこそガムシャラにもがいてみて

も良いのではないでしょうか。とことんやるだけやって、それでもダメな時は諦めるしかありません。「諦め 

る」という言葉は、とことんやってからでないと使ってはいけない言葉なんですね。苦しい時、辛い時は、 

あきらめる前に様々な角度から物事を見直して、とことんやってみてください。道が拓けるかも 

しれませんよ。 

 

火曜ゼミ賞 

木曜ゼミ賞 

最優秀ゼミ大賞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 土   

2 日   

3 月 後期始業式  

4 火 ゼミお試し➀  

5 水 防災センター見学（１年）  専攻  

6 木 ゼミお試し➁  

7 金 研修旅行事前指導  

8 土   

9 日   

10 月 スポーツの日  

11 火 北海道研修旅行    FS休み  

12 水  ↓           ↓  

13 木  ↓           ↓  

14 金 代休           ↓  

15 土   

16 日   

17 月   

18 火   

19 水 
宮澤杯決勝大会 ＠宮澤スタジアム 

（参加者のみ） 
 

20 木   

21 金   

22 土   

23 日   

24 月 後期授業参観  

25 火  ↓  

26 水 劇団四季鑑賞  

27 木 後期授業参観  

28 金  ↓  

29 土   

30 日   

31 月   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 
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URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

9 月 22 日、各校舎をオンラインでつないで開催、望月校長からは、宮澤保夫名誉会長の想いを『星槎の根っこ』に触れな

がらお話いただきました。表彰式では、星槎オリンピックスポーツ部門、宮澤杯予選、前期ゼミ発表会の表彰があり、さら

に生徒会の任命式も行いました。２時間目は相模女子大から塚田修一先生にお越しいただき、社会において「(答えをただ

受け入れるのではなく)自分自身で考える」ことの大切さと楽しさを多様な角度からお話いただきました。初の試みでした

が、生徒たちにとって良い刺激になり、進路にも生かしてもらえるとうれしいです。（北山） 

9 月 15 日(木)に多摩川緑地野球場にて、宮澤杯予選大会が行われました。

心配されていたお天気も絶好の野球日和に恵まれ、2 試合戦い抜くことがで

きました。1 試合目は、1 点差ゲームとなり冷や冷やした場面もありました

が粘り強く戦った結果が勝ちに繋がったのだと思います。今回は 13 名のメ

ンバーが出場しており、見事全員野球で 2 連勝を遂げ決勝大会進出への切符

を手にすることができました。昨年、かもめの会のプレゼン大会にて金賞を

いただき、ヘルメットを新調して挑んだ予選大会。あの時、お約束した「優

勝するために」という言葉を実現すべく再び練習に励みたいと思います。決

勝大会は 10 月 1９日(水)＠宮澤スタジアムにて行われます。是非、熱い熱

いご声援をよろしくお願いいたします！（中園） 

9 月 22 日(木)に星槎オリンピックスピ

ーチ部門の予選が ZOOM にて行なわれ

ました。YPS の代表として出場したのは

2 年の脇山柊星さん。「もっともっと楽し

い学校」というテーマのもと、原稿の作成

のために夏休みも登校し、練習をする姿

が見られました。予選突破こそかないま

せんでしたが、たくさんの人に応援され、

本番堂々と思いを話す姿は非常に立派な

ものでした。（関） 

《解答》 

・of  ・after  ・our  ・absence 

《解説》 

・be kind to ～は、「親切にも～する。」という意味になる。 

 

・watch = look after = 見守る、世話をする 


